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参考２

新しい福島県農林水産業振興計画 骨子（案）に係る委員意見と回答等
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令和２年度第１回福島県農業振興審議会（9月2日開催）における委員からの主な発言と応答

No. 委員氏名 項目 発言内容 応答内容等

1 小澤啓子委員 基本目標

　「儲かる」を全面的に出すと、「農家は儲けなくてはできない」と
いうようなイメージも受けとめられてしまう。
　もっと儲からないと撤退しようかっていうようなそんな感じのイ
メージがどうしてもついてしまう。
　継続するには儲けだけには走らず、農業することに対しての作物を
作る楽しみであったり、消費者へ届けることによっての消費していた
だける喜びであったり、何かそういうような言葉でうまいものがあれ
ば、もっと誇れる農業っていう、そんなところを出せたらと思う。

2 橋本正典委員 基本目標

　基本に据えるべきは「持続的に経営可能な所得の確保」で、それを
どう表現するかだ。
　計画の基本になるのは営農継続していくために必要十分な所得を確
保しながら担い手を育成し、目標とする農業産出額を確保する。もっ
て食料を安定的に供給するという使命を果たしながら、あわせて地域
を活性化していくということが基本根底にあると思う。
　そういう趣旨からすると、資料２－２の基本目標の部分に所得を確
保維持するっていう基本目標がなくて、いきなり儲かる農業って出て
くるから違和感があるのではないか。
　スローガンについては、その表現の部分をどのように表現していく
か、世の中に受け入れられやすい表現がいいだろうと思う。基本的に
それがなければ担い手は確保できないし生産も拡大しないだろうと思
う。

3 関奈央子委員 基本目標

　農業の魅力は「儲かる」だけではないということと、言葉的にえげ
つない。「儲かる」という意味を調べるとあまりいい解釈されてな
い。
　スローガンとして掲げるのであれば、もう少し穏やかな表現の方が
いい。
　ただ、本当に言葉的に難しい。所得が確保されて経営が続けていけ
ることは大事であるので、それを何とか組み入れていける言葉という
となかなか難しい。
　「稼げる」でもいいかもしれないが、いい言葉が見つからない。

4 奥平貢市委員 基本目標

　「儲かる」については大賛成。儲かるという言葉がなければ、後継
者の問題、あるいはこれからの農業に対するビジョンも、もうただの
絵に描いた餅。何で後継者がいないかというと、儲からないから。
　きちんと儲かるということを前に押し出してやっていかないとどん
どん後継者が減ってしまう。
　きちんと儲けることのできる農業ということをやはり打ち出してい
かないと先のビジョンが無くなる。

－

5
生源寺眞一委

員
基本目標

　持続可能な農業経営あるいは農業経営を後継する、あるいは新規就
農するという意味で、しっかりした所得が得られることが大事である
という点について、特に委員の皆様からの異論はないだろう。
　ただ、それが「儲かる」という言葉でもって全体の理念を表してい
ることになるかというと、なかなか理解していただけない面があるの
ではないか。
　稼ぐ、儲かるというようなことを、もう少し広い言葉があるのでは
ないか。
　安全で魅力的な農林水産物を供給するのが福島の農林水産業だとい
うようなことがあって、この辺を「儲かる」だけではカバーしきれな
い部分がある。
　もう少し、場合によると広い概念で説明していく必要がある。
　一方、単純に「誇れる」でなく、「世界に誇れる」ふるさとの形成
ぐらいのことを打ち出してもいいのか。
　スローガンであるとすれば、少しアピーリングなものを考えていく
必要がある。

－

6 橋本正典委員
第２節
多様な担い手
の確保・育成

　農業の担い手の確保・育成の具体的な取組として、他産業並みの所
得確保を安定的に確保し得る経営体の経営モデルのイメージを示して
いただきたい。
　生産対策なりコスト削減を含む経営対策を支援していくということ
を明記していただければと思う。

ここに経営モデルそのもの示
すかどうかというのは非常に
難しいが、御意見を意識して
本文を考えたい。（農林企画
課長）

7 橋本正典委員
第２節
（経営の安
定・強化）

　経営の安定強化ということで背景・課題が書いてあるが、林業と漁
業の背景・課題をあまり言及してないのはなぜかなと思う。

検討させていただきたい。
（農林企画課長）

県としては、「農林漁業者が
意欲とやりがいをもって活躍
でき、広く職業として選択さ
れるような持続可能な農林水
産業」を目指したい。それを
端的に表現したもの。
「儲かる」は品が無いとの御
意見も頂いたので、再度検討
させていただきたい。（技
監）

1 ページ



No. 委員氏名 項目 発言内容 応答内容等

8 橋本正典委員
第２節
（農業参入）

　条件不利地や中山間地域のおいて企業の農業参入を期待することは
果たしてどうなのか、違和感がある。
　ここをどう整理しているのか、疑問がある。

－

9 菊地和明委員

第４節
需要を創出す
る流通・販売
戦略の実践

　県民の皆さんが県産品を買うというところについては、当然これま
でも、施策としていろんな形でやってきているが、やはり売り方とい
うところについては少し考える必要がある。
　その意味で、地産地消の推進という一言だけではちょっと力の入り
具合が弱い。
　売り方の技術、例えば商品の展示だとか、どういう企画をすると
か、地元をどう巻き込むとか、どんな形で地元の皆さんを引きつける
かというところについては、これから大きな施策の方向性として力を
入れるべき。
　地元が盛り上がれば今の時代は一気に情報が広まり、外からも十分
に注目してもらえるチャンスができので、全体の底上げになる。

10 満田盛護委員

第４節
需要を創出す
る流通・販売
戦略の実践

　地産地消とか地消地産という言葉は昔からあったが、本当にそれを
もっと強く打ち出してやるべき。
　（令和２年１月の清酒まつり・味噌醤油まつりの経験から）県民で
も県内で産出される農産物や加工品を、まだ口にしてない方がいっぱ
いいらっしゃると思う。
　県内を消費喚起しただけで相当な需要があるのではないかと、その
とき感じた。

11 橋本正典委員

第４節
需要を創出す
る流通・販売
戦略の実践

　骨子に「マーケットインの視点を基本に販売促進等を進める」とい
う方向性を示してあるが、具体的な取組を見ると、マッチングとか商
談の提供とかオンラインストアの活用にとどまっている。
　農畜産物、農林水産物のマーケットインは、流通対策と生産対策を
一緒にしてマーケットインの視点を捉えないといけない。
　ここは流通の項目だからというのであれば、例えば単にこれまでの
ように、その素材を市場流通中心に回すだけではもうだめだろう、
カットとか一次加工とかをどういうふうにするのか、あるいは同じ
カットにしても、量販店向けなのか業務用向けなのかによっては対策
が変わってくるので、そういったところも意識した流通対策を書くの
であれば書いてほしい。
　マーケットインの視点というのであれば、「（２）ふくしまならで
はの高付加価値化の取組推進」がまさしくマーケットに立った生産活
動なので、本当はここのところを一体的に体系的に整理していただけ
ればと思う。
　少なくともここの課題認識のところに「マーケットインの視点に
立った生産活動が必要」ぐらいは入れてもらえるとわかりやすいかな
と思う。

第５節の方で最低でも背景／
課題のところに必要だという
御意見も頂いたので、第４節
との関係も踏まえながら考え
させていただきたい。（農林
企画課長）

12 宗像実委員
第５節
戦略的な生産
活動の展開

　酪農で実績が伸びている県は「規模拡大」を推進している。
　儲かる農業として農業経営として成り立ち、他の産業の企業の収入
よりも多くなれば、後継者も確保できる。
　これからは、規模拡大する農家をどういうふうに支援していくかが
重要である。

規模拡大については、御意見
のとおり、文章化の際にきち
んと書き込んでいきたい。
（農林企画課長）

県内での需要をきちんとつか
んでいくという御意見を頂い
たので本文の記載については
考えさせていただきたい。
（農林企画課長）
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13 橋本正典委員
第５節
戦略的な生産
活動の展開

　農業産出額の目標達成に必要な作付面積や担い手、生産者数などを設定
しながら、そのために必要な戦略や政策、あるいは財政支援も含めた支援
措置などを記載してことが必要。
　各品目単位の目指す姿なり戦略についての記述が全体的に弱い。
　特に第５節にキーワードとしてきちんと書いてあるのは分かるが、体系
的に見るとわかりづらい。
　個別計画の中で、各品目の戦略などを具体的に示していくのであれば、
その旨をはっきりと第５節に書き込んでいただきたい。
そうしないと米にしても園芸にしても、どうするんだっていう全体が見づ
らいし分からない。
　水田農業については、決してコロナの影響だけではない、むしろ構造的
に需要が減少している中での事態と認識する必要があり、単に主食用の作
付けを減らして非主食へ転換する取組だけでは限界だろうと思う。麦・大
豆なりあるいはほかの飼料作物への転換をどういうふうに進めていくんだ
とか、あるいは高収益作物への転換を進めていくとか、そういった部分が
ないとなかなか先行き見通せないのが現状だろうと思う。
　園芸についても、ふくしまの恵みイレブンを始め重点品目について、例
えば県内全域で拡大を目指していくのか、あるいは各地方ごとに重点的に
進めていくのか、そのようなことをメリハリつけてそれを各地方の戦略展
開方向の中に位置づけていただければいいかなと思う。
　要するに、生産の部分なり流通対策の部分を各地方農林事務所単位の地
方対応戦略の中に落とし込んでいっていただければと思う。

御意見を踏まえ、書き方を検
討させていただきたい。（農
林企画課長）
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No. 委員氏名 項目 発言内容 応答内容等

14 中田幸治委員
第５節
戦略的な生産
活動の展開

　きゅうり・トマト・アスパラガスの他に、今後力を入れていく野菜
の中で、フィールド作物も両車輪で考えて欲しい。
　新規就農者には、イニシャルコストが安い作物（例えばキャベツな
ど）もいいのではないか。
　福島県の農地は高低差があるので、県内で産地間リレーも行えるの
ではないか。

－

15 中田幸治委員
第５節
（循環型農
業）

（魚かす、酒かす、竹、木など）資源を無駄にせず、堆肥にして循環
利用する取組を計画に盛り込んでほしい。

－

16 石井圭一委員

第６節
（農林水産
業・農山漁村
に対する意識
醸成と理解促
進）

　福島の今の農林水産業の状況を、いかに発信していくことが非常に
大事。
　県としての広報活動はもちろんのこと、関係の団体の広報も含め
て、例えばホームページの充実など様々な活動が間接的に福島の知名
度を上げることができる。
　「福島」の知名度は、東京とか京都などともう匹敵するぐらい海外
に知らない人はないくらいなので、そういう意味では今までと違っ
た、今まで以上に福島の情報発信活動を展開すれば、関心を引きつ
け、最終的に担い手の確保に結びつく。情報発信を、もう一つ１段上
げた形の活動が必要。

福島をしっかり知ってもらう
という活動がきちんと必要だ
という御意見を踏まえて本文
の際に検討させていただきた
い。（農林企画課長）

17 関奈央子委員

第６節
（農林水産
業・農山漁村
に対する意識
醸成と理解促
進）

　農業への就業に対する意識醸成のために「農業高校生等を対象とし
た産地見学会やインターンシップの実施」は記載あるが、「幼少期か
ら就農への意見意識を醸成」の記載について、より具体的には、中学
生に職業教育の一環として若手の農家を派遣して授業するようなこと
はできないのか。
　職業として農業を意識するためには、中学生ぐらいへのアピールが
必要である。

御意見を踏まえて、検討させ
ていただきたい。（農林企画
課長）

18 橋本正典委員 指標
　農業産出額については、品目単位に、例えば水稲なりあるいは果樹
の品目、野菜の品目、どこまで細かく書き込めるかは別として、産出
額の目標を掲げることが必要。

御意見を踏まえて検討させて
いただきたい。（農林企画課
長）

19
生源寺眞一委

員
全体

　計画の内容として、一般論はもちろん必要だが、もう少し具体的な
形で方針なり取組の中身を提示することが大事。
　具体的な取組を強調する部分と、そうでない部分が出てくる面が
あってもいいのではないか。

－

20 橋本正典委員 全体
　参考２の６ページには、水田農業の部分と野菜園芸振興方針につい
ては名前が挙がってないので、示していく必要がある。

個別計画との関係について
は、御意見も踏まえて事務局
で検討させていただきたい。
（農林企画課長）

令和２年度第１回福島県農業振興審議会（9月2日開催）の終了後に頂いた意見

No. 委員氏名 項目 意見 備考

1 中村啓子委員

第４節
需要を創出す
る流通・販売
戦略の実践

　県民への販売強化の推進は、もっと積極的に見える化をしてほし
い。
　県民一人ひとりが誇りをもって県外の方に発信していける状態にな
ればと思います。
　資料２－４（計画骨子）Ｐ１６の具体的取組に「県内における販売
強化」を挿入し、「具体的取組」の４２行の農産物直売所で直売所の
設置数や販売金額等で評価されてはと思います。
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令和２年度第４回福島県森林審議会（9月23日開催）における委員からの主な発言と応答

No. 委員氏名 項目 発言内容 応答内容等

1 田坂委員 基本目標

　「儲かる農林水産業の実現」と「活力と魅力のある農山漁村の実
現」では、「実現・実現」と同じ言葉になっている。
　「儲かる農林漁業の実現」については、中々これはハードルが高い
と受け取っているので、こちらを変えたほうがいいのではないか。

ハードルが高いという御意見
がありましたが、やはり、そ
こをクリアしていかないと
中々、林業や農林水産業に携
わる方の後継者が魅力をもっ
て来られないという思いもあ
りまして、案としては記載さ
せていただいております。
（農林企画課長）

2 酒井委員 基本目標

　スローガンに「儲かる」という言葉は使わない方がよいのではと思
います。儲かることが目標ではない人もいる。
　職業としてあるいは暮らし方として魅力があると思うので、「魅力
的な」とか、「次世代につないでいける」とか、もっと穏やかな表現
もあるのではないか。

3 今野委員 基本目標

　やはり「儲かる」が引っかかる。本文で安定的とか、持続的な発展
というような言葉が入った、安全で魅力的なというようなことがある
ので、その辺をこちらにうまく盛り込んで、農林水産業の実現と誇れ
るふるさとの形成というようなところにもっていったらいいのではな
いか。

4 齋藤澄子委員 基本目標

　「儲かる」という言葉は、ちょっと露骨な気がするが、儲からない
と、自分のやる気の以前の問題も出てくるでしょうし、本当にふるさ
とが発展していくには、ここ福島県はほんとに仕事をやって儲かって
いる、そういった地域だというのも、一番大事な事かなと思う。
　「儲かる」は、私としては極力避けたい言葉ではないです。

5 白岩委員 基本目標

　「儲かる」という表現はインパクトが凄い大きいと思う。
林業は確かに危険を伴いますし、汚いというか汚れる仕事です。なお
かつ、担い手が不足しているということで、その分見返りがないのが
現実です。素材単価もここ２０年で半分になっているのが現実なの
で、「儲かる」林業、農林水産業の実現ということは、ここの表現は
私は大賛成です。

－

6 緑川部会長 基本目標

　国は森林の公益的機能を前面に出しているが、林家とすればそれを
目的とする人はいないと思う。林業経営が成り立つようになれば、副
産物として公益的機能が発揮される。それには、口は悪いんですが、
「儲かる」林業、儲からなくても何とか維持できる林業でないといけ
ない。
　この「儲かる」林業というのは、我々林業者から言わせると、おか
しいところではない。

－

7 藤野会長 基本目標

　まさに実践されている方々から、「儲かる」は当たり前だというお
話があったと思います。ポイントはおそらく、やられている方の感覚
というところを、どれだけ覚悟をもって、県が儲けに行くのか。逆
に、役所が言う「儲ける」とはどういうことだということ。

－

8
齋藤久美子委

員
基本目標

　言葉は変ですけど、「儲かる」というのはとても重要なことで、逆
に言うと「儲かる」というスローガンが出るということは儲かってな
いと思っている人たちが多いということだと思う。目標とするこれぐ
らいあれば儲かっているという、みんなが思う具体的な数字を入れれ
ばいいのではないか。

9 藤野会長 基本目標

　金額が出てくると、農・林・水なので、農業のこれぐらい欲しいと
いう一般農家の金額と、林業の方の会社としてこれくらい欲しいとい
う金額はだいぶ差が出るでしょうし、当然この中には社員も含まれて
いますので、雇われている方の欲しい金額と会社が欲しい金額もだい
ぶ変わってくると思うので、施策の更に下のところで目標として持っ
ておくぐらいがいいのかなと思います。

10 齋藤澄子委員 基本目標
　基本目標の「ふるさとを誇りと思えるように」は、ふるさとを誇り
に思っていないように聞こえる。言葉を考えていただければと思う。

御意見を参考に、本文の記載
の表現については再度、検討
させていただきます。（農林
企画課長）

子供たちが大人になっていく
中で、農林水産業を職業とし
て選んでもらわないと困る、
というのが一番大事なことだ
と思っております。
そういうことをはっきりと分
かりやすく示す必要があるの
で、「儲かる」としました。
我々も今までは持続可能なと
か、魅力的なとか、そういう
言葉を使ってきましたが、
ちょっと逃げやすい文言とな
ります。
担い手・人材の確保というの
が最重要課題だと思っており
まして、それに対応するため
には、職業として選んでもら
うためにどうしてくのかとい
うことで、このような形で出
させていただいたところで
す。
本日頂いた御意見も踏まえな
がら、また更に検討していき
たいと思います。（技監）

（それぞれ経営形態が異なる
ので）一概にいくらというの
は難しいと思っております。
個人の場合は、他産業並みの
所得以上ということを考えて
おります。（農林企画課長）
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11
齋藤久美子委

員
基本目標

　今実際に、農林水産業に携わっていらっしゃる方が、「儲からな
い」と言いながら仕事をしていると、それを見た子供たちは、絶対に
仕事には就かない。
　発展させるとか、魅力あるっていうと、どうしても他人事に聞こえ
てしまうので、実際に働いている方たちに寄り添っていただいて、
さっきの覚悟ではないが、県が農林水産業を儲けさせるんだってい
う、そういう意識をもって計画の策定を進めていただきたい。
　イメージとしては、高校生が、この計画を読んで、「農林水産業に
は夢があるからやってみたい」って思ってくれるような、計画を是
非、作っていただければと思います。

－

12 秋元委員 基本目標

　職員の雇用条件で大事なのが土日祝日休みの月給制。荒天時でも内
業の仕事がある。
　「儲かる」農林と言いましたけども、経営者は林業で「儲かる」人
は絶対いません。管理する人は「儲かる」林業はできますが、山を
持ってる人は絶対にお金になりません。
　言葉の綾なんですが、それを管理してる森林組合とか林業に携わっ
ている人は、「儲かる」林業はできると思うんですが、経営者を見た
ときに、「儲かる」という言葉は難しい。

－

13 荒川委員 基本目標
　製材業についても人気がありません。全然若い人が入ってきませ
ん。今後色々と戦略して、意見交換等を進めようと考えている。
　魅力あるこういう計画等を作っていければいいのかと思います。

－

14 酒井委員
第２節
多様な担い手
の確保・育成

　農・林・水産、みんなで一緒になったネットワーク作りも必要では
ないかと思っています。新規就業者たちを集めて、ネットワークを
作って、商品化して、店先で販売するというような非常に自立した生
活もステップアップに繋がり、また、課題解決の為に新規就業者に仕
事の機会を増やしてあげるようなうまい繋がりを持たせてあげるとい
いと思いました。
　人と人とを繋げて、若い方のITを活用した情報発信等、色々な解決
方法も考えられるので、この３つの農・林・水で、同じ課題にみんな
で向き合っていくって姿勢は大事かなと思います。

委員から御指摘あったネット
ワークについては、就業した
後のことも含めて、地域でみ
んなで動けるようなネット
ワークというような御意見か
と思います。
現状で、農と林と水の全てを
一体と意識をして、ネット
ワークというものはないです
が、今後、若い人が集まって
地域を盛り上げていくってい
う意味で大切だ、と理解はし
ましたので、検討させていた
だきます。（農林企画課長）

15 豊田委員
第２節
多様な担い手
の確保・育成

　いろいろな施策の中で、人材対策と言われてるが、先ほど言われま
したネットワークとか、農業も含めてですけれども、中山間地域には
人はいない。だからネットワーク組もうにも、生活が成り立たない。
でも、その辺をどうにかしたいということで、いい方向へもっていっ
ていただきたいと思う。

－

16 今野委員
第２節
多様な担い手
の確保・育成

　ある程度職業に就くという選択の段階の話ではなく、もうちょっと
前から、林業を学校教育の中に小学校とかの中に農林水産業を仕事と
して選択する基盤を作る授業を入れて欲しいと思います。
　森林環境学習は、あくまでも環境の学習、森林に関する環境の学習
であって、生業としての林業を学んだりする授業というのはやってい
るところがあまりないと思う。
　農林水産業を職業としている人がいるという教育をもうちょっと取
り入れるべき。

－
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1 原田委員 基本目標

　「儲かる」という表現は人によって受け止めるニュアンスが異なる
ので、私は儲かるという表現はやめた方がいいと思う。
　後に繋いでいけるような、しっかり採算がとれる、利益が出せる農
林水産業を行っていこうということ、また、環境問題、水産資源の持
続的な利用ということも踏まえて「持続可能な農林水産業」と書いた
がいいと思う。

－

2 野﨑委員 基本目標
　国の支援事業に「もうかる漁業創設支援事業」という言葉もあり、
現場として違和感はない。若く未経験で就労する方へ明るいインパク
トを与えるスローガンを掲げてほしい。

－

3 鈴木延枝委員 基本目標

 経営として成り立っていくかどうかというのは、職業選択するとき
にすごく関心のあるところ。
ちゃんと利益が出て、やっていけるというようなニュアンスの意味に
置き換えながら、儲かるというようなニュアンスをきちんとはっきり
とした言葉で入れた方がいいと思う。

－

4 鈴木延枝委員 基本目標
　「誇れるふるさとの形成」について、国の基盤となる第一次産業は
非常に重要なため、仕事についても誇れるという意味を含めた方が良
い。

－

5 大越委員 基本目標
　スローガンに「儲かる」という実質的な文言を用いることで、評価
の際に責任が明確になり、次に進むより前向きで実質的な評価にな
る。県の覚悟や積極性が読み取れるため良いと思う。

－

6 原田委員 基本目標 　儲かるというのは、所得でどのくらいか。

沿岸の小型船で最も小さい規
模のもので収入1,000万以上
という目標で考えておりま
す。（水産課長）
イメージとしては、農林水産
全体として、他産業並以上の
所得を得るということを相対
的には「儲かる」という言葉
にしたいと考えています。
（農林企画課長）

7 鈴木延枝委員
第２節
多様な担い手
の確保・育成

　水産業における担い手の確保について、具体的な就労の仕組みにつ
いて知りたい。

沿岸漁業では、漁業集落の中
で、その漁家の後継者の皆さ
んが漁業の担い手として漁業
就労者になっています。
一方で、まき網漁業や遠洋の
マグロ、サンマ漁業につきま
しては、水産系の学校を出た
方が学校を出てすぐ船に乗っ
て出国されるので、新入者の
確保が難しくなっておりま
す。そのため、大型船の漁業
については、国が新入者確保
の取組を進めております。
（水産課長）

8 立谷委員
第２節
多様な担い手
の確保・育成

　担い手の育成、確保について今後も県の支援を続けてほしい。 －

9 濱田委員
第５節
（ふくしま型
漁業）

　若い世代は「儲かる」という視点より、コストパフォーマンスを重
視する傾向にある。水産業においても効率よい生産として新しい機械
や技術の導入をしていけばよいと思う。

－
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10 鈴木延枝委員
第５節
（ふくしま型
漁業）

　沿岸漁業の操業自粛によって、増えた資源を活かした資源管理を推
進してほしい。

計画には、「ふくしま型漁
業」の実現として挙げてお
り、震災前の６割の漁獲努力
で、魚を大きくして獲ること
で８割の水揚量をあげて、金
額としては価格を上げて震災
前の100％の金額をめざすと
いう目論見で記載しておりま
す。（水産課長）

11 江川委員
第５節
（ふくしま型
漁業）

　持続的な産業としていくには、資源保護の取組に加えて、労働環境
の改善や高付加価値化の取組が必要。

12 立谷委員
第５節
（ふくしま型
漁業）

　担い手確保のためにも体を持て余さないように、数量的にも時間的
にも従来の操業に近づけていかなくてはいけない。若い世代が仕事へ
の喜びを感じられる体制づくりが必要と思う。

13 濱田委員
第５節
戦略的な生産
活動の展開

　魚介類の放射性物質の問題として、消費者に受容されないというこ
とが挙げられ、そのため内水面を含め養殖業へ力を入れるべき。

－

14 北原委員

第６節
（災害に強い
農山漁村づく
り）

　災害に強い農山漁村づくりについて具体的に知りたい。災害で川が
氾濫することが多く、ダムばかりではなく、河川の整備が必要。

昨今、毎年のように各地で豪
雨災害のような非常に大きな
災害が起きている中で、ダム
やため池あるいは河川と言っ
たハードとソフトと適切に組
み合わせた対策、あるいは、
海岸地域ですと海岸保全施設
ですとか、海岸防災林といっ
た施設等の整備と適切な維持
管理によって災害に強い農山
漁村づくり、国土強靱化に向
けた取組をしていきたいと考
えております。（農林企画課
長）

これから豊かな資源を生かし
てどのように若い人たちが魅
力を感じる就労環境に持って
行くかは一つの課題です。一
方で誇りを持って取り組むに
は儲かる、収入が上がる、水
揚げが多いということが大事
です。それを融合したものと
して「ふくしま型漁業」を掲
げ、今増えてきている資源を
生かしながら取り組める漁業
として強く進めていきたいと
考えてございます。（水産課
長）
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